
（11）

　
　
　
　
赤
溝
川
か
ら
中
東
部
に
出
た
と

こ
ろ
か
ら
西
の
方
に
斜
め
に
黒
川
の
方
に
、

樋
門
を
造
れ
ば
、
洪
水
の
時
の
水
引
き
も

早
く
な
る
と
思
う
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
中
東
部
川
と
東
岳
川

の
川
床
部
に
サ
イ
ホ
ン
が
あ
り
、
そ
の
サ

イ
ホ
ン
の
関
係
で
川
床
部
が
下
げ
ら
れ
な

い
と
い
う
こ
と
で
、
中
東
部
一
帯
が
冠
水

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
被
害
を
最
小
限
に
す
る
こ
と
で

是
非
土
地
改
良
、
又
県
の
方
と
改
修
に
向

け
た
話
を
進
め
て
頂
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
当
然
地
元
負
担
金
等
も
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
、
土
地
改
良
と
十
分

協
議
を
行
い
、
樋
門
の
改
修
が
出
来
る
も

の
で
あ
れ
ば
、
対
応
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
　
５
工
区
の
埋
上
げ
、
又
遊
水
地

の
計
画
、
結
局
そ
の
場
所
に
降
っ
た
雨
は

小
嵐
山
堰
又
中
東
部
に
集
ま
り
被
害
は
拡

大
し
な
い
か
。
又
遊
水
地
等
の
計
画
も
あ

る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
中
東
部
河
川
の
改

修
も
是
非
お
願
い
し
て
お
く
が
。

　
　
　
　
　
　
手
野
５
工
区
の
嵩
上
げ
の

部
分
が
越
水
す
る
よ
う
な
状
態
に
な
れ
ば
、

当
然
小
嵐
山
堰
は
上
が
っ
て
い
る
と
想
定

し
て
お
り
ま
す
。
中
東
部
等
の
改
修
に
つ

い
て
は
、
黒
川
本
流
の
抜
本
的
改
修
が
基

本
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
大
雨
警
報
な
ど
出
て
い
る
と
き

は
、
早
め
に
関
係
者
に
小
嵐
山
堰
を
落
と

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
う
が
。

　
　
　
　
　
　
堰
の
開
閉
に
つ
い
て
は
、

当
然
大
雨
洪
水
警
報
等
が
出
た
場
合
は
、

河
川
状
況
を
把
握
し
な
が
ら
操
作
を
行
う

よ
う
、
再
度
土
地
改
良
の
方
に
伝
え
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
一
の
宮
中
学
校
校
区
の
小
学
校

の
統
合
の
今
後
の
計
画
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
今
年
度
設
計
、
平
成

26
年
度
か
ら
工
事
着
工
、
平
成
28
年
４
月

開
校
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
　
　
　
用
地
選
定
も
大
事
に
な
る
と
思

う
が
。

　
　
　
　
　
　
敷
地
面
積
が
３
ha
か
ら
４

ha
必
要
で
す
。
各
校
区
か
ら
の
通
学
距
離
、

道
路
条
件
、
又
災
害
の
対
応
な
ど
総
合
的

に
検
討
し
て
行
き
ま
す
。

　
他
に
、「
く
ま
も
と
グ
リ
ー
ン
農
業
に

つ
い
て
」、「
黒
川
河
川
の
拡
幅
工
事
に
つ

い
て
」
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

中
東
部
・
東
岳
川
の
川
床
の
改
修
計
画
は

井　手　明　廣
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道
州
制
導
入
の
動
き
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
自
民
党
の
道
州
制
推

進
本
部
は
、
５
年
程
度
の
準
備
期
間
を
経

て
、
道
州
制
に
移
行
す
る
予
定
で
す
。

　
　
　
　
道
州
制
の
推
進
者
と
目
的
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
自
民
党
、
公
明
党
、
日
本

維
新
の
会
、
み
ん
な
の
党
が
政
策
に
掲
げ

て
い
ま
す
。
地
方
分
権
を
推
進
し
、
地
方

自
治
は
地
方
に
任
せ
る
と
い
う
事
で
す
。

　
　
　
　
道
州
制
推
進
の
大
本
は
、
経
済

界
の
経
団
連
で
、
徹
底
的
に
地
方
自
治
体

や
公
務
員
を
減
ら
し
、
社
会
保
障
や
地
方

を
切
り
捨
て
る
。
具
体
的
に
は
、
年
間
、

九
州
で
約
九
千
億
円
、
全
国
で
約
六
兆
円
、

国
民
一
人
当
た
り
約
四
万
六
千
円
の
地
方

財
源
を
削
り
、
大
規
模
な
公
共
事
業
の
財

源
を
つ
く
る
の
が
目
的
で
す
。
次
に
、
道

州
と
基
礎
自
治
体
の
規
模
と
数
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
全
国
を
九
、
十
一
、
十
三

に
分
け
る
道
州
制
案
が
あ
り
ま
す
。
基
礎

自
治
体
は
二
十
万
人
程
度
を
前
提
に
し
て

い
る
よ
う
で
す
。

　
　
　
　
道
州
制
導
入
に
よ
っ
て
、
地
域

間
格
差
は
是
正
さ
れ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
道
州
間
の
競
争
に
よ
り
経

済
が
浮
揚
す
る
意
見
も
あ
り
ま
す
が
、
道

州
内
の
地
域
間
格
差
も
発
生
す
る
懸
念
も

あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
道
州
制
の
導
入
で
九
州
は
一
つ

の
府
、
熊
本
県
は
四
つ
ほ
ど
の
市
に
な
る
。

熊
本
県
も
な
く
な
り
、
阿
蘇
市
も
消
滅
し
、

住
民
自
治
も
地
方
経
済
も
衰
退
す
る
と
思

わ
れ
る
が
、
市
長
の
見
解
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
道
州
制
の
問
題
で
は
、
大

都
市
の
自
治
体
が
中
心
に
進
め
ら
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。
道
州
制
の
メ
リ
ッ
ト
を
読

ん
で
も
果
た
し
て
そ
う
か
と
首
を
か
し
げ

る
。
日
本
の
地
方
自
治
に
お
い
て
は
、
日

本
独
自
の
文
化
が
あ
る
。
お
互
い
に
支
え

合
い
、
助
け
合
い
な
が
ら
作
っ
て
き
た
。

今
の
道
州
制
論
議
は
、
雲
を
つ
か
む
よ
う

な
話
で
、
決
し
て
納
得
で
き
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

川　端　忠　義
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古
木　
　
一
年
経
つ
が
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
各
課
か
ら
報
告
が
あ
っ
た

と
お
り
、
治
山
、
砂
防
、
河
川
改
修
の
殆

ど
が
進
ん
で
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
り
ま

す
。
地
域
の
意
見
を
聞
き
、
県
に
も
話
を

し
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
噛
み
合
い
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
砂
防
堰
堤
に
し
て
も
15
ヶ
所
の

う
ち
、
ま
だ
５
ヶ
所
し
か
発
注
し
て
い
な

い
。
災
害
後
一
年
経
つ
が
、
取
り
掛
か
り

の
遅
さ
に
住
民
の
不
信
感
が
あ
る
。
市
と

県
と
の
連
携
が
悪
い
と
思
う
が
。

　
　
　
　
県
の
土
木
部
に
も
お
願
い
は
し

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
地
域
振
興
局
の

当
初
の
計
画
は
評
価
し
て
い
ま
し
た
が
、

実
務
的
に
な
っ
た
後
の
ス
ピ
ー
ド
感
が
全

く
な
い
、
情
報
も
入
っ
て
こ
な
い
、
本
庁

の
土
木
部
の
責
任
の
あ
る
決
定
権
の
あ
る

人
た
ち
に
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
に
入
っ
て

も
ら
う
よ
う
言
っ
て
い
ま
す
が
、
県
の
方

が
何
と
な
く
体
を
避
け
て
通
っ
て
い
る
と

い
う
事
に
つ
い
て
、
非
常
に
歯
が
ゆ
い
思

い
を
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
災
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
は
、
そ

れ
以
上
に
歯
が
ゆ
い
思
い
を
し
な
が
ら
、

仮
設
等
で
生
活
を
さ
れ
て
い
る
。
バ
イ
パ

ス
計
画
も
あ
る
よ
う
に
、
早
く
出
来
れ
ば

沿
線
に
移
築
し
た
い
と
い
う
方
も
い
る
の

で
、
県
が
避
け
て
通
る
と
い
う
の
で
あ
れ

ば
、
市
の
ト
ッ
プ
と
し
て
捕
ま
え
て
で
も

要
望
し
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
不
安
を
解

消
し
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
な
体

制
を
と
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
が
。

　
　
　
　
先
程
も
申
し
ま
し
た
よ
う
に
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
や
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
、
強
く
県
に
申
し
入
れ
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
国
55
％
、
県
30
％
、
市
10
％
、

地
元
５
％
の
事
業
で
あ
る
が
、
水
不
足
に

対
応
す
る
た
め
、
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
る
地
下

水
の
工
事
を
ぜ
ひ
取
り
入
れ
て
頂
き
た
い
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
事
業
計
画
の
中
で
も

現
地
調
査
を
し
て
お
り
、
い
ろ
ん
な
条
件

は
あ
り
ま

す
が
、
水

不
足
の
根

拠
の
位
置

付
け
を
把

握
し
て
、

前
向
き
に

考
え
た
い

と
思
い
ま

す
。

豪
雨
災
害
か
ら
一
年
、
ど
う
捉
え
て
い
る
か

古　木　孝　宏

阿
蘇
市
が
な
く
な
る
道
州
制
に
は
反
対

坂梨、福岡地区の災害現場

6月1日　熊日新聞掲載の「道州制反対の
決議を採択した九州・沖縄の町村長ら」の写真
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災
害
か
ら
間
も
な
く
１
年
を
迎

え
ま
す
。
復
興
も
始
ま
り
、
今
年
も
梅
雨

に
入
り
心
配
な
時
期
に
な
り
、
避
難
訓
練

が
初
め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
対
象

地
区
人
員
、
今
後
の
計
画
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
古
城
の
五
つ
の
行
政

区
を
対
象
に
実
施
、
世
帯
数
で
64
％
、
２

２
２
名
の
地
域
の
方
々
が
参
加
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
後
は
他
の
地
区
で
も
計

画
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
自
主
防
災
組
織
強
化
に
つ
い
て
、

市
の
組
織
数
は
。

　
　
　
　
　
　
１
１
７
行
政
区
の
う
ち
１

０
９
の
行
政
区
に
立
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。

行
政
区
、区
長
等
の
協
力
で
、自
助・共
助
・

公
助
の
確
立
を
進
め
、
助
成
金
も
検
討
課

題
に
し
、
防
災
組
織
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

　
　
　
　
消
防
団
の
定
数
と
団
員
数
、
及

び
Ｏ
Ｂ
消
防
団
の
結
成
を
。

　
　
　
　
　
　
定
数
８
３
４
名
で
、
実
質

は
８
０
０
名
で
す
。
近
隣
町
村
で
は
Ｏ
Ｂ

消
防
団
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
災
害
の
怖
さ
を
風
化
さ
せ
な
い

語
り
継
ぐ
動
画
、
記
録
誌
の
作
成
を
。

　
　
　
　
　
　
後
世
に
語
り
継
ぐ
記
録
誌
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
動
画
を
つ
く
る
方
向
で
検
討
し

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
避
難
道
路
の
県
道
内
牧
坂
梨
線

バ
イ
パ
ス
の
現
況
は
。

　
　
　
　
　
　
　
バ
イ
パ
ス
事
業
に
つ
い

て
は
、
総
延
長
５
・
３
㎞
で
す
。
現
況
三

野
地
区
９
０
０
ｍ
で
、
用
地
買
収
の
た
め

の
境
界
立
会
い
が
完
了
、
三
野
工
区
７
０

０
ｍ
、
手
野
工
区
７
０
０
ｍ
、
路
線
測
量

に
着
手
し
ま
す
。
残
り
の
路
線
は
、
関
係

住
民
、
区
長
、
道
路
推
進
員
と
話
を
進
め

ま
す
。

　
　
　
　
バ
イ
パ
ス
早
期
完
了
の
方
針
は
。

　
　
　
　
　
　
住
民
が
安
全
安
心
で
住
め

る
よ
う
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
ち
住
民
区
長

推
進
員
等

と
、
一
緒

に
一
生
懸

命
取
り
組

み
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
を
強
化
し
た
自
助 

共
助 

公
助
の
確
立
を

河　﨑　德　雄

　
　
　
　
市
が
道
路
台
帳
を
整
備
し
て
維

持
管
理
し
て
い
る
市
道
、
農
道
、
林
道
は

そ
れ
ぞ
れ
何
路
線
か
、
何
㎞
か
、
ま
た
管

理
者
は
。

　
　
　
　
　
　
　
市
道
は
１
０
０
８
路
線
、

延
長
は
７
２
３
㎞
、
市
が
管
理
す
る
事
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
農
道
は
86
路
線
、
延

長
84
㎞
、林
道
は
22
路
線
、延
長
は
約
60
㎞
、

農
道
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
土
地
改
良
区

間
は
土
地
改
良
区
が
、
そ
の
他
は
阿
蘇
市

が
管
理
者
で
す
。
ま
た
、
林
道
は
阿
蘇
市

で
管
理
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
市
道
、
農
道
の
延
長
等
の
数
値

は
、
地
方
交
付
税
の
算
定
基
礎
数
値
と

な
っ
て
、
そ
の
交
付
額
に
大
き
な
ウ
ェ
イ

ト
を
占
め
て
い
る
が
、
道
路
の
維
持
管
理

は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
舗
装
の
穴
、
傷
み
、
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
の
不
具
合
等
は
、
道
路
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
う
中
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
区
長
さ
ん
か
ら
の
連
絡
で
現
場
を

確
認
、
必
要
な
補
修
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
農
道
に
つ
い
て
は
、
19
年

度
か
ら
農
地
・
水
事
業
が
始
ま
り
、
地
域

の
区
役
と
し
て
共
同
作
業
の
中
で
維
持
管

理
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
波
野
地
区
で
は
、
維
持
管
理
が

出
来
て
い
な
い
市
道
３
路
線
、
林
道
５
路

線
計
８
路
線
が
あ
る
。
道
路
を
利
用
す
る

住
民
が
大
変
困
っ
て
い
る
が
、
実
態
を
早

急
に
調
査
し
て
、
適
切
に
対
応
し
て
も
ら

い
た
い
。
事
故
が
起
き
た
場
合
に
は
、
市

が
責
任
を
持
つ
こ
と
に
な
る
の
で
、
地
元

区
長
さ
ん
方
と
十
分
協
議
さ
れ
て
事
故
を

起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
う
が
。

　
　
　
　
　
　
区
長
さ
ん
方
の
要
望
を
聞

き
、
効
率
的
な
管
理
体
制
を
工
夫
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
林
道
に
つ
い
て
は
、
地
元

で
の
維
持
管
理
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
他
に
、「
農
地
災
害
復
旧
工
事
に
つ
い

て
」
の
質

問
が
あ
り

ま
し
た
。

市
道
・
農
道
・
林
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

市　原　　　新

市道、下佐渡ヶ迫・堀の口線

避難訓練後の防災講座の様子

市
原

市
原

建
設
課
長

農
政
課
長

建
設
課
長

農
政
課
長

市
原

本
山
農
政
課
長

井
建
設
課
長

井
建
設
課
長

河
﨑

総
務
課
長

河
﨑

河
﨑

佐
藤
市
長

髙
木
総
務
課
長

河
﨑

河
﨑

総
務
課
長

河
﨑

総
務
課
長

バ
イ
パ
ス
事
業
に
つ
い
て
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